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イネ科ウロクロア属牧草で初のアジアモンスーン向け品種「イサーン」の育成と品種登録
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背景・ねらい
ウロクロア属（旧称、ブラキアリア属）牧草は、世界

の熱帯・亜熱帯で広く栽培されているイネ科の暖地型牧
草で、ブラジルだけで 4 千万 ha 以上栽培され、⾼収量
で強い耐乾性や放牧適性、⾼い粗タンパク質含量とい
った優れた飼料特性を有する。しかし、ウロクロア属は交
配育種の歴史が浅いため、世界で登録されている品種
は約 20 種しかなく、そのほとんどが南⽶およびオーストラ
リアで育成されたもので、アジアモンスーン地域向けに育
成された品種はこれまでない。

また、アジアモンスーン地域では、⽜⾁や⽣乳の⽣産
量の増加に伴い家畜頭数も増加しているが、多くの農
家は栄養価の低い稲わら中⼼の飼料給餌体系を採⽤
しており、栄養不⾜による家畜の⽣産性や繁殖率の低
下が課題になっている。これらの問題を解決するため、ア
ジアモンスーン地域の気候に適した⾼収量・⾼品質で低
コスト栽培が可能な暖地型牧草品種を育種開発する。

成果の内容・特徴
1. 「イサーン」はウロクロア属の牧草として⽇本とタイで初
となる品種である（図 1, 2）。育種の経緯と各組織の
役割分担を図 3 に⽰す。

2. 「イサーン」は、乾物収量の平均値が１年当たり 18.8
t ha-1 と既存品種の平均値 16.8 t ha-1 よりも約 12%多
収である（表 1）。

3. 「イサーン」の乾物率は、既存品種よりも約 2 ポイント
低い（表 1）。

4. 「イサーン」は粗タンパク質含量に優れており、ナコンラ
チャシマ家畜栄養研究開発センターの 1 年⽬の 1 番草
で 17.2％と既存品種「ケネディ」と⽐較して約 3%⾼い。
TDN（可消化養分総量）含量*は、既存品種と同
等である（表 1）。

5. アポミクシス**のため（表 1、注）、種⼦から均⼀性
の⾼い草地造成が容易である。

*TDN：牧草に含まれるエネルギーを評価する指標。
**アポミクシス：受精を伴わない無性⽣殖による種⼦⽣産。種

⼦から育つ植物体は種⼦親と遺伝的に同⼀のクローンになる。 

成果の活⽤⾯・留意点
1. 「イサーン」は⾼収量・⾼品質、さらに管理が容易とい
う特徴があり、アジアモンスーン地域の牧草のニーズに応
えられる可能性が⾼いと考えられる。

2. ⽇本の南⻄諸島の無霜地帯では、「イサーン」を放牧
あるいは採草⽤として多年利⽤することが可能となる。
粗タンパク質含量に優れ、粗放的放牧利⽤に適してい
ることから、価格が⾼騰している濃厚飼料の購⼊を減
らし、農家の経営安定化につながることが期待される。

3. 近年の夏季の⾼温により寒地型牧草の夏枯れが問
題となっており、地球温暖化の適応策として、南⻄諸
島以外の地域でも暖地型牧草の利⽤拡⼤が求められ
ている。「イサーン」は⾼温や乾燥に強く、種⼦で繁殖す
るため、九州から関東地⽅にかけて、牧草地における
単年利⽤も期待される。

4. 乾物率が低いため、サイレージ***調製には⽔分含量
を 60〜70％程度に調整する予乾が必要となる。粗タ
ンパク質含量の変動は⼤きいため、適切な刈り取り時
期を選ぶ必要がある。

***サイレージ：牧草を密封し乳酸発酵させた飼料。 
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「イサーン」は、乾物収量の平均値が 1 年当たり 18.8 t ha-1 と既存品種よりも約 12%多収であり、強い耐乾性
や⾼い粗タンパク質含量などの優れた飼料特性を有するウロクロア属で初のアジアモンスーン向け品種であり、⽇
本では 2021 年 8 ⽉に、タイでは 2024 年 7 ⽉に品種登録された。無性⽣殖による種⼦⽣産のため、種⼦から
均⼀な草地造成が容易で、放牧利⽤に適し、タイの農家の経営安定化や畜産業発展に寄与する。⽇本でも
地球温暖化の適応策として、南⻄諸島や九州から関東地⽅での利⽤が期待される。



国際農林⽔産業研究成果情報（令和 6 年度） C03（分類：技術）【主要普及成果】 

  国⽴研究開発法⼈ 国際農林⽔産業研究センター 

 図 1 「イサーン」の草姿 

図 3 「イサーン」育種の経緯と各組織の役割分担 
*4 倍体：体細胞の染⾊体数は、通常⽣殖細胞の染⾊体数の 2 倍であるが、
体細胞の染⾊体数がさらに倍になったものを 4 倍体という。
**中間⺟本：有⽤な 1 以上の形質について優れた遺伝的特性を備え、その特
性が持続するものであって、新品種育成のための⺟本として効率的に利⽤可能
な系統。
***系統適応性試験：育成中の系統の中で有望な系統については、その優れ
た特性が発揮でき、普及に適した地域を明らかにするため、系統適応性検定試
験とよばれる地域適応性の試験を⾏う。
****品種特性評価試験：品種登録に必要な特性を明らかにするための試験。

・ウロクロア属品種：新品種イサーン（アポミクシス 4 倍
体交雑品種、Urochloa hybrid）、既存品種ケネディ
（有性⽣殖 2 倍体品種、Urochloa ruziziensis）、既
存品種ムラトーII（アポミクシス 4 倍体交雑品種、
Urochloa hybrid）。
・乾物収量は 2013 年と 2014 年の調査結果。5 か所
の系統適応性検定試験地：ナコンラチャシマ家畜栄養
研究開発センター（パクチョン）、ペチャブリ、プレー、サ
ケオ、サコンナコンの平均値。
・乾物率は、ナコンラチャシマ家畜栄養研究開発センタ
ーの系統適応性検定試験の結果。
・飼料成分は、ナコンラチャシマ家畜栄養研究開発セン
ターの系統適応性検定試験の 1 年⽬の１番草の分析
結果。
*ADF: 酸性デタージェント繊維（主成分はセルロースと
リグニン）。
**NDF: 中性デタージェント繊維（飼料中の総繊維
量。主成分はセルロース、ヘミセルロースとリグニン）。
***ADL: 酸性デタージェントリグニン（主成分はリグニ
ン）。
・TDN（可消化養分総量）は、North Carolina
Department of Agriculture and Consumer Services,
Feed and Forage Laboratory の推定式により算出。
・単為⽣殖（アポミクシス）率は、胚のうの顕微鏡観
察により求めた。
・異なる⽂字間に 5%有意差あり。

表 1 「イサーン」と対照品種の主要特性 

図 2 ナコンラチャシマ家畜栄養研究開
発センター（パクチョン）の系統適応性
検定試験圃場。⼀番⼿前の⽮印で⽰
した区画が「イサーン」（2014 年 9 ⽉
撮影） 

下⽥未発表データを含め作成。 

イサーン ケネディ ムラトーII
乾物収量（t ha-1 年-1）
 1年⽬ 22.7 a 20.7 b 19.6 b 
 2年⽬ 14.8 a 13.3 b 13.6 ab
 2年間の平均 18.8 a 17.0 b 16.6 b 
乾物率（%）
 1年⽬ 17.5 b  19.9 a  18.3 ab
 2年⽬ 20.4 b 22.1 ab 23.6 a 
飼料成分（%）
 粗タンパク質 17.2 a 14.3 b  16.1 a 
 粗脂肪 2.5 a 2.0 a 2.3 a 
 灰分 14.3 a        13.8 ab 13.0 b 
 ADF* 34.3 a 31.0 a  32.3 a 
 NDF** 59.5 a 60.3 a 55.6 a 
 ADL*** 3.3 a 2.9 b 3.2 a 
 TDN 61.3 a 61.9 a 61.9 a 
単為⽣殖率（%）
 胚のう分析 86.4   0.0     90.3   


